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 フランソワ•ド•サル　Francois de Sales 霊性研究 ll 戦わない霊的闘い 平和を求めて Recherche la paix


 このフランソワ•ド•サル霊的研究第二作は、愛の博士 le docteur de l’amour と呼ばれたフランソワ•ド•サル ( 1567年-1622年) の生きた時代の重要なスピリチュアル運動•ユマニズム•デボ (Humanisme dévot 敬虔なヒューマニズ厶運動 1580年- 1660年)の愛と優しさのテーマに重点を置いて、フランソワ•ド•サルの平和を求める霊的闘いを読んでゆきたいと思います。


 参考文献: Histoire du sentiment religieux en France/ Henri Bremond


 Introduction à la vie dévote (敬虔な生活への手引き)


 Traité de l’amour de Dieu


 ユマニズム•デボ Humanisme dévot の運動は、16 世紀後半から17世紀前半の1580年から1660年代に流行した運動です。

敬虔なヒューマニズム運動と言われ、ジャンセ二ズム厳格化前のフランス•カトリックの寛容的スピリチュアリズムです。

キリスト教信仰と人間性への信頼を調和させて、愛と優しさをテーマにして、すべての人々の休済を求めました。

この愛を求めるスピリチュアリティーは、純粋な愛le pur amour と言う用語で表現されます。このユマニズム•デボにおいての神秘主義体験は、神との結合 (union ユニオン), 愛( Amourアモール)とされます。

この神愛を求める為に、敬虔さ (

dévotion), 美徳の実践 ( pratique des vertus) , 観想 ( méditation) と言う実践がされました。

また聖性は、聖職者と言う限られた人々の為のものでは無く、すべての人々に与えられ、実行出来ると言う考えでした。

フランソワ•ド•サルの霊的闘いは、パリに最初に滞在した時の絶望の誘惑体験 la fameuse tentation de désespoir (1586 年)より始まったと言って良いでしょう。

その当時、フランソワ•ドサルはドミニコ会聖トマス•アクィナスの予定説(特に、プロテスタント改革派ジャン•カルヴァンの中心的な教理とされている、人間の意志とはまったく関係無く、天国に行けるか、地獄に堕されるかは、神によってあらかじめ決められていると言う思想) を前に苦しみました。そして、パリのサン=エティエンヌ=デゥ=グレ Saint Etienne du Grès 教会で、この絶望の誘惑体験の中、黒い聖母を前にして祈りました。

突然、地獄に将来堕とされると言う悩みが霧の様に晴れていきました。

天上から神の声が響きました。

" あなたは私への讃歌を歌ってくれましたから、この永遠なる幸福に留まれる様にしてあげます。ただ、栄光のみが私にとって大切ですから。"

この体験を持って、フランソワ•ド•サルの心は穏やかになり、魂を平和に近づける様に、務めていきました。

" 私は哀しく、苛々した、メランコリーで、まとまりのない、幻想的な信心はいらない。けれども、穏やかで、快適で、甘美で、優しい、敬虔さを欲っします。まず神様に、そして人に愛される様になる様に、卒直な敬虔さが。Je ne veux point une dévotion fantasque, brouillonne, mélancolique, fâcheuse, chagrine ; mais une piété douce, suave, agréable, paisible et en un mot, une piété tout franche et qui se fasse aimer de Dieu premièrement et puis des hommes."


 このフランソワ•ド•サルの敬虔さは、喜びを心に満たし、哀しみに打ちひしがれる時に、思いきって、心を神の元に投げ出す事が必要と言います。

" 神の意志に任せるままに laissons faire à Dieu" 生きる事が大切で、フランソワ•ド•サルの霊的闘いとは、為すがままに laisser- faire。

自分の不完全さに対して戦いは、結局は自力で為されるものでは無く、神様の力無くしては為せないと言います。これは、不完全性の至福 Bienheureux les imparfaits であり、完全に為す事、完全で有る事にこだわり過ぎてはならないのです。

まるで、フランソワ•ド•サルが若い時にパリで絶望の誘惑を受けた時に、一心の祈りによって、聖母マリアの腕に抱かれて、危機を逃れる事が出来た様に…


 このフランソワ•ド•サルの霊的戦いは、愛 ( Amour), 穏やかさ(paisiblement), 平和 (Paix), せかせかしない事 (éviter l’empressement) と言うボキャブラリーで表現されます。


 " 愛 Amour "


 " 書簡234" ( Sales サル、1604年10月14日)


 すべては ( 愛 )より為されて、力ずくでは為されない。Tout par (amour) et rien par force


 " 書簡" ( 1612年11月18日)


 (愛)は平和の内に留まるから、常に、穏やかな心を持って生きなさい。L’ (amour ) ne loge que dans la Paix, soyez toujours soigneuse de bien conserver la sainte tranquillité du coeur."


 
 " 穏やかさ paisiblement "


 
 " 書簡" (A l’abbesse du Puits d’Orbe ピュイ•ド•オルべの修道院長宛)


 憂いや騒がしさを与える精神は、平和の王子である神 (キリスト) に似つかわしくありません。Toutes les pensées qui nous rendent de l’inquiétude et de l’agitation d’esprit ne sont nullement de Dieu, qui est prince de la Paix.


 
 何処にいても、(穏やか) に生きなくてはなりません。

Il faut en tour et partout vivre (paisiblement) .


 
 私達の苦しみは、私達の内側、または外側から来ても、( 穏やか) に受け入れなくてはなりません。

Nous arrive - t- il de la peine, ou intérieure ou extérieure, il la faut recevoir ( paisiblement).


 
 
 " せかせかしてはならない事 éviter l’empressement "


 何事も憂いて、(せかせか)してはなりません。

Il faut traiter ses affaires avec soin, mais, sans (empressement )ni soucis.


 この何事にも憂いてはならない事を、新約聖書のルカの福音書10,4 より、マルタがキリストをおもてなししようと、せかせか動きまわって、キリストの話ばかり座って聞いている妹の態度に腹が立った時に、キリストに戒めを受けた事に由来します。

" Marthe, Marthe, tu te soucis et tu (t’agites) pour beaucoup de choses."

マルタ、マルタ、あなたは心配がちで、慌てふためいている。


 また、自力の欠点を苛み過ぎてはならない、何事も過剰なもの、過剰な行為は良しからずと言います。


 
 " 書簡 " ( A Madame de la Flèchere マダム• ドゥ• ラ• フレェシェー宛 1609年1 月20日 )


 私達の (欠点) を憎む事は良いが、その憎しみは落ちついて、静かでなくてはなりません。混乱して、苛々する憎しみではありません。

Il faut haïr nos ( défauts) , mais d’une haine tranquille et paisible, non point d’une haine dépiteuse et troublée.


 
 フランソワ•ド•サルはこの引用に見られる様に、極端なものを厭う傾向があり、愛も力ずくでは為されないと言う信条に、良く表されています。

フランソワ•ド•サルの霊的闘いもまた、常に穏やかな心を持って、猛々しくありません。

また、フランソワ•ドサルの紋章は、Nunquam excidet ( 何事にも動じない。常に冷静沈着である) とあり、そのスピリチュアリティーの穏やかが感じられます。


 この文章を持って、霊性研究 ll を終えたいと思います。

" A tenir votre cœur en Paix par l’égalité des humeurs. 落ちついた機嫌によって、あなたの心が平和であります様に。" ( 書簡 1619 年9月9日)


 2026年9月7日 フランス•アンジェ Angers 平和 PAX 祈
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